
６  「  社会的養護のも と で育つ子供た ち の自立支援 」  

 

 

 

 

 

 

 

 現状・ こ れま で の取組  

1 社会的養護のも と で育つ子供た ち の自立支援 

〇 都は、 児童養護施設及び自立援助ホ ーム に、 自立支援担当職員（ 自立支援コ ー

ディ ネ ータ ー、 ジ ョ ブ ・ ト レ ーナー） を 配置し 、 入所中から 退所後の児童の自立

に向け た 支援を 実施し て き ま し た 。  

 

〇 高等学校に在学中の児童の生活にかかる 経費の実態を 踏ま え 、 独自に学習支援 

に係る 経費を 支援し て いま す。  

 

〇 児童自立支援施設では、 入所中に構築し た 職員と 児童と の間の信頼関係を 生か

し て 、 退所後の生活の安定や自立を 支援し て いま す。  

 

〇 社会的養護経験者等を 対象に、 就労や生活の悩みな ど を 相談で き 、 同じ 悩みを

抱え る 者同士が集え る 場所と し て 、 ふら っ と ホ ーム （ 社会的養護自立支援拠点事

業） を 都内３ か所で実施し て いま す。  

 

〇 改正児童福祉法において 、 児童自立生活援助事業（ 児童養護施設の退所児童等

に生活指導等を 行う こ と で 社会的に自立する よ う 援助する 事業） の年齢制限の撤

廃及び実施場所の拡充、 社会的養護経験者等の実状把握及びそ の自立のた めに必

要な 援助を 行う こ と が都道府県に対し 義務化さ れま し た 。  

 

〇 都は施設退所（ 措置解除） 時の支援や、 退所後（ 措置解除後） の生活・ 就労に

関する 課題、 退所者のニ ーズ を 把握し 、 施策に活用する こ と を 目的と し て 、「 東京

都における 児童養護施設等退所者の実態調査」 を 令和 2 年度に実施し て いま す。

こ の結果から 、 社会的養護経験者等に対する ア フ タ ーケ ア の充実の必要性が高い

こ と がわかり ま す。  

施設退所に関する 主な 調査結果は以下のと おり です。  

 

 

 

 

 

（ 目指す方向性）  

〇 施設等で生活する 児童の退所後の生活や進学、 就労に向け た 自立支援を 推進し  

ま す。  

 

〇 社会的養護経験者の実情を 把握し 、 そ の自立のた めに必要な 援助を 促進し ま す。 
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希望をしていた 希望していなかった その他

70.30% 18.60% 11.20%

退所の際に、

退所を希望していたか
 

 

よ かった ま あよ かった どちら と も いえない その他

51.80% 18.20% 11.00% 19.00%
退所に向けたサポート

 

 

ある ない 相談支援機関がある こ と を知ら なかっ た

13.40% 61.60% 25.00%

施設等退所者の相談支援機関の

認知・ 利用状況
 

 

 課題と 取組の方向性  

＜課題１ ＞ 社会的養護経験者等に対する ア フ タ ーケ ア の充実 

〇 社会的養護経験者等がど のよ う な 支援を 必要と し て いる かな ど 、 そ の実状やニ

ーズ を 把握する こ と が必要です。  

 

〇 児童養護施設等において 、 入所中か ら 退所後も 継続し て 、 児童の意向を 踏ま え

た 自立を 支援する た めの取組の強化が必要です。  

 

〇 児童自立支援施設には、 ア フ タ ーケ ア を 担う 専任職員「 自立支援担当職員」 が

配置さ れて おら ず、 退所者等から の希望があ っ た 場合に、 出身寮の職員が中心と

な っ て 、 入所児童への支援の合間に可能な 範囲で対応し て いる 状況です。 こ のた

め、 退所後も 関係機関と 連携し た ア フ タ ーケ ア が十分実施で き る 体制と な っ て い

な いこ と が課題と な っ て いま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 取組１ －１ ） 社会的養護経験者等の実態把握と 関係機関の連携強化 

〇  社会的養護経験者や関係機関が構成員と な る 社会的養護自立支援協議会を

設置し 、 関係機関の連携を 強化し て いき ま す。  

 

〇 社会的養護経験者等の実態と 支援ニ ーズ を 把握する た めの実態調査を 実施

し ま す。  
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 評価指標  

取組 指標名 現状 目標値 

１ -２  児童自立生活援助事業の実施箇

所数 

Ⅰ型1 2 ： 1 8 箇所 

Ⅱ型・ Ⅲ型： ０ 箇所 

（ 令和６ 年 4 月）  

増やす 

１ -２  社会的養護自立支援拠点事業の

整備箇所数 
３ 箇所(都所管) 

（ 令和６ 年 4 月）  

実態調査を 踏

ま え 協議会で

検討 

 

 

 
1 2  Ⅰ型： 自立援助ホ ーム  Ⅱ型： 母子生活支援施設、 児童養護施設、 児童心理治療施設、 児童自立支援施設 Ⅲ型：

フ ァ ミ リ ーホ ーム 、 里親 

（ 取組１ －２ ） 施設等におけ る 支援体制の強化 

〇 引き 続き 、児童養護施設や自立援助ホ ーム に入所中の児童の意向を 踏ま え た 退

所後の生活や進学、 就労に向け た 自立支援を 推進する た め、 自立支援担当職員の

配置と 専門性の確保を 支援し ま す。  

 

〇 児童養護施設等が措置解除後も 退所者等と つな がり 、 必要な 支援を 行う た め

の交流会等の取組を 支援し ま す。  

 

〇 児童自立支援施設において 、 入所時から 退所後ま で一貫し た ア フ タ ーケ ア を

計画的かつ継続的に実施でき る よ う 体制を 強化し て いき ま す。 各児童自立支援

施設にア フ タ ーケ ア 業務を 専属で担う 「 自立支援担当職員」 の配置を 図っ て い

き ま す。  

 

〇 社会的養護自立支援協議会において 、 児童自立生活援助事業によ る 児童の自 

立支援について 検討を 行い、 ニ ーズ に応じ た 自立支援に向け た 取組の強化を 図 

っ て いき ま す。  

 

〇 社会的養護自立支援拠点事業の機能を 拡充し ま す。  

 

〇 家庭復帰や里親委託によ り 乳児院を 退所し た 後は、 児童及び保護者へのア フ

タ ーケ ア が自立支援と 捉え ら れま す。 乳児院退所後は、 地域の子ど も 家庭支援

セ ン タ ーや関係者会議・ 要保護対策協議会等での対応方針等を 共有し 、 地域で

自立でき る 体制の確保について 検討し ま す。  
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主な 施策  

・【 新規】 社会的養護自立支援実態把握事業 

  社会的養護経験者等への自立支援が確実に提供さ れる た めの環境整備を 推進する  

た め、 社会的養護自立支援協議会を 設置・ 開催する ほか、 社会的養護経験者等の実 

態把握に係る 調査を 実施し ま す。  

 

・【 拡充】 自立支援強化事業 

  児童養護施設に自立支援業務に専念でき る 職員を 配置し 、 自立支援計画作成への 

助言及び進行管理等の取組を 行う と と も に、 施設退所者が居住する 際の費用や、 ア  

フ タ ーケ ア に係る 事業費を 補助する こ と で、 児童の社会的自立の促進、 施設退所後 

のア フ タ ーケ ア の一層の充実を 図り ま す。  

 

・ 自立援助ホ ーム 事業 

  児童の社会的自立と 豊かな 人間性の形成に寄与する こ と を 目的と し 、 児童養護施 

設の退所児童等の内、 援助が必要と 認めら れる 児童等を ホ ーム に入居さ せ、 日常生 

活上の援助や生活指導を 実施し ま す。  

 

・ ジ ョ ブ・ ト レ ーニ ン グ 事業（ 自立援助ホ ーム ）  

  自立援助ホ ーム に入居中又は退居し た 処遇困難児(者)の就労支援及び就労定着支 

援を 実施し 、 ホ ーム 入退居者の社会的自立を 図り ま す。  

 

・【 拡充】 社会的養護自立支援拠点事業（ ふら っ と ホ ーム 事業）  

  措置解除者等や虐待経験があ り な がら も こ れま で公的支援につな がら な かっ た 者 

等（ 社会的養護経験者等） の孤立を 防ぎ 、 必要な 支援に適切につな ぐ た め、 相互の

交流を 行う 場所を 開設し 、 必要な 情報の提供、 相談及び助言等を 実施し ま す。  
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